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(54)【発明の名称】 超音波スキャン方法および超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  両極性の駆動信号を用いる超音波スキャン方
法と類似した超音波スキャンを単極性の構成で行う。
【解決手段】  正極性の送波パルス＋Ｓ，正極性の送波
パルス＋Ｓ’，正極性の送波パルス＋Ｓおよび正極性の
送波パルス＋Ｓを、この順に、被検体内へ送信する。但
し、基本的には時間Ｔ経過ごとであるが、２番目の正極
性の送波パルス＋Ｓ’だけは超音波の半周期ｔだけ進め
た時刻に与える。
【効果】  超音波の半周期ｔだけ進めた正極性の送波パ
ルス＋Ｓ’は、負極性の送波パルスと見なせるため、正
負両極性の駆動信号を用いる超音波スキャン方法と同様
の超音波スキャンが可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  正極性パルスと負極性パルスとを所定の
順序で組み合わせた駆動信号により超音波探触子を駆動
する代わりに、正または負の一方の極性を持つ単極性基
本パルスとその単極性基本パルスを半周期シフトさせた
単極性シフトパルスとを組み合わせた駆動信号により超
音波探触子を駆動することを特徴とする超音波スキャン
方法。
【請求項２】  正または負の一方の極性を持つ単極性基
本パルスとその単極性基本パルスを半周期シフトさせた
単極性シフトパルスとを組み合わせた駆動信号により超
音波探触子を駆動して送波パルスを被検体内へ送信する
送信手段と、前記被検体内から各送波パルスに対応する
超音波エコーを受信し受波信号を出力する受信手段と、
前記単極性基本パルスに対応する受信信号と前記単極性
シフトパルスに対応する受信信号とを合成する受波処理
回路とを具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波スキャン方
法および超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、両極
性の駆動信号を用いる超音波スキャン方法と類似した超
音波スキャンを単極性の駆動信号を用いて行うことが出
来る超音波スキャン方法および超音波診断装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】両極性の駆動信号を用いる超音波スキャ
ン方法としては、例えばゴーレイコーデッド励起法（Go
lay Coded Excitation）や特公昭６２－２８４２９号公
報に開示のものが知られている。
【０００３】超音波探触子の駆動回路としては、例えば
特開平７－２３１２４７号公報や特開平１１－５６８３
９号公報に開示のものが知られている。
【０００４】図５は、従来の超音波診断装置４００の一
例の構成図である。この超音波診断装置４００は、超音
波探触子１と、その超音波探触子１を駆動して送波パル
スを被検体内へ送信する送信部４２と、その送信部４２
を制御するスキャンコントローラ４３と、前記超音波探
触子１で超音波エコーを受信し受波信号を出力する受信
部４と、受波信号を処理してＢモードデータなどを出力
する信号処理部５と、前記Ｂモードデータなどから画像
データを生成するＤＳＣ６（Digital Scan Converter）
と、前記画像データを基にした画像表示などを行うＣＲ
Ｔ（Cathode Ray Tube）７とを具備して構成されてい
る。
【０００５】次に、両極性の駆動信号を用いる超音波ス
キャン方法を上記従来の超音波診断装置４００で実施す
る場合の一例を説明する。１回目のスキャンでは、前記
スキャンコントローラ４３は、図６の（ａ）（ｂ）に示
すように、正極性の送波指示信号＋Ａ，負極性の送波指
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示信号－Ａ，正極性の送波指示信号＋Ａおよび正極性の
送波指示信号＋Ａを、この順に、時間Ｔ経過ごとに、送
信部４２に与える。送信部４２は、図６の（ｃ）に示す
ように、正極性の送波駆動信号＋Ｐ，負極性の送波駆動
信号－Ｐ（正極性の送波駆動信号＋Ｐと位相が反転して
いる），正極性の送波駆動信号＋Ｐおよび正極性の送波
駆動信号＋Ｐを、この順に、時間Ｔ経過ごとに、超音波
探触子１に与える。超音波探触子１は、図６の（ｄ）に
示すように、正極性の送波パルス＋Ｓ，負極性の送波パ
ルス－Ｓ（正極性の送波パルス＋Ｓと位相が反転してい
る），正極性の送波パルス＋Ｓおよび正極性の送波パル
ス＋Ｓを、この順に、時間Ｔ経過ごとに、被検体内へ送
信する。
【０００６】２回目のスキャンでは、前記スキャンコン
トローラ４３は、図７の（ａ）（ｂ）に示すように、負
極性の送波指示信号－Ａ，正極性の送波指示信号＋Ａ，
正極性の送波指示信号＋Ａおよび正極性の送波指示信号
＋Ａを、この順に、時間Ｔ経過ごとに、送信部４２に与
える。送信部４２は、図７の（ｃ）に示すように、負極
性の送波駆動信号－Ｐ，正極性の送波駆動信号＋Ｐ，正
極性の送波駆動信号＋Ｐおよび正極性の送波駆動信号＋
Ｐを、この順に、時間Ｔ経過ごとに、超音波探触子１に
与える。超音波探触子１は、図７の（ｄ）に示すよう
に、負極性の送波パルス－Ｓ，正極性の送波パルス＋
Ｓ，正極性の送波パルス＋Ｓおよび正極性の送波パルス
＋Ｓを、この順に、時間Ｔ経過ごとに、被検体内へ送信
する。
【０００７】図８は、前記信号処理部５に含まれる受波
処理回路の説明図である。１回目のスキャンでの受波信
号は、前記送波パルス列＋Ｓ，－Ｓ，＋Ｓ，＋Ｓに対応
して、正極性の受波信号＋Ｒ，負極性の受波信号－Ｒ
（正極性の受波信号＋Ｒと位相が反転している），正極
性の受波信号＋Ｒおよび正極性の受波信号＋Ｒが、この
順に、時間Ｔ経過ごとに、続く。切替スイッチ１０は、
前記１回目のスキャンでの受波信号＋Ｒ，－Ｒ，＋Ｒ，
＋Ｒを、第１受波処理回路５１へ導く。第１受波処理回
路５１は、入力された受波信号を時間Ｔだけ遅延させる
第１遅延回路１１と、その第１遅延回路１１の出力を時
間Ｔだけ遅延させる第２遅延回路１２と、その第２遅延
回路１２の出力を時間Ｔだけ遅延させる第３遅延回路１
３と、入力された受波信号と前記第１遅延回路１１の出
力と前記第３遅延回路１３の出力とを加算し且つ前記第
２遅延回路１２の出力を減算する合成演算器１４と、そ
の合成演算器１４の出力Ｇ１を記憶するメモリ１５とか
ら構成されている。
【０００８】２回目のスキャンでの受波信号は、前記送
波パルス列－Ｓ，＋Ｓ，＋Ｓ，＋Ｓに対応して、負極性
の受波信号－Ｒ，正極性の受波信号＋Ｒ，正極性の受波
信号＋Ｒおよび正極性の受波信号＋Ｒが、この順に、時
間Ｔ経過ごとに、続く。前記切替スイッチ１０は、前記
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２回目のスキャンでの受波信号－Ｒ，＋Ｒ，＋Ｒ，＋Ｒ
を、第２受波処理回路５２へ導く。第２受波処理回路５
２は、入力された受波信号を時間Ｔだけ遅延させる第１
遅延回路２１と、その第１遅延回路２１の出力を時間Ｔ
だけ遅延させる第２遅延回路２２と、その第２遅延回路
２２の出力を時間Ｔだけ遅延させる第３遅延回路２３
と、入力された受波信号と前記第１遅延回路２１の出力
と前記第２遅延回路２２の出力とを加算し且つ前記第３
遅延回路２３の出力を減算する合成演算器２４と、その
合成演算器２４の出力Ｇ２と前記メモリ１５に記憶して
いた出力Ｇ１とを加算する加算器２５とから構成されて
いる。前記加算器２５の出力Ｇｏは、良好な波形の信号
となる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の超音波診断
装置４００では、両極性の駆動信号を用いるため、両極
性に対応した構成（特に送信部４２およびスキャンコン
トローラ４３）が必要となる問題点がある。そこで、本
発明の目的は、単極性の構成でも、両極性の駆動信号を
用いる超音波スキャン方法と類似した超音波スキャンを
行うことが出来る超音波スキャン方法および超音波診断
装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、正極性パルスと負極性パルスとを所定の順序で組み
合わせた駆動信号により超音波探触子を駆動する代わり
に、正または負の一方の極性を持つ単極性基本パルスと
その単極性基本パルスを半周期シフトさせた単極性シフ
トパルスとを組み合わせた駆動信号により超音波探触子
を駆動することを特徴とする超音波スキャン方法を提供
する。上記第１の観点による超音波スキャン方法では、
単極性基本パルスに対応する送波パルスは、正極性パル
ス（または負極性パルス）に対応する送波パルスに一致
する。また、単極性基本パルスを半周期すなわちπだけ
シフトさせたものである単極性シフトパルスに対応する
送波パルスは、単極性基本パルスに対応する送波パルス
と位相が逆になる。つまり、バースト数（超音波の周期
でパルス時間を除算した値すなわち１パルス当たりの超
音波の振動の波数）が大きければ、等価的に負極性の送
波パルスと見なすことが出来る。よって、両極性の駆動
信号を用いる超音波スキャン方法と類似した超音波スキ
ャンを行うことが出来る。なお、単極性シフトパルスに
対応する送波パルスは、従来の負極性の送波パルスとは
完全には一致しないので、アーチファクトが出る。しか
し、実験によれば、バースト数＝５で、アーチファクト
が３５ｄＢ以下である。よって、バースト数は、５以上
あれば十分である。
【００１１】第２の観点では、本発明は、正または負の
一方の極性を持つ単極性基本パルスとその単極性基本パ
ルスを半周期シフトさせた単極性シフトパルスとを組み
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合わせた駆動信号により超音波探触子を駆動して送波パ
ルスを被検体内へ送信する送信手段と、前記被検体内か
ら各送波パルスに対応する超音波エコーを受信し受波信
号を出力する受信手段と、前記単極性基本パルスに対応
する受信信号と前記単極性シフトパルスに対応する受信
信号とを合成する受波処理回路とを具備したことを特徴
とする超音波診断装置を提供する。上記第２の観点によ
る超音波診断装置では、上記第１の観点による超音波ス
キャン方法を好適に実施できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施形態により本
発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本発明
が限定されるものではない。
【００１３】図１は、本発明の一実施形態に係る超音波
診断装置１００の構成図である。この超音波診断装置１
００は、超音波探触子１と、その超音波探触子１を駆動
して送波パルスを被検体内へ送信する送信部２と、その
送信部２を制御するスキャンコントローラ３と、前記超
音波探触子１で超音波エコーを受信し受波信号を出力す
る受信部４と、受波信号を処理してＢモードデータなど
を出力する信号処理部５と、前記Ｂモードデータなどか
ら画像データを生成するＤＳＣ６と、前記画像データを
基にした画像表示などを行うＣＲＴ７とを具備して構成
されている。
【００１４】次に、両極性の駆動信号を用いる超音波ス
キャン方法と類似した超音波スキャンを上記超音波診断
装置１００で実施する場合の一例を説明する。１回目の
スキャンでは、前記スキャンコントローラ３は、図２の
（ａ）に示すように、正極性の送波指示信号＋Ａ，正極
性の送波指示信号＋Ａ’，正極性の送波指示信号＋Ａお
よび正極性の送波指示信号＋Ａを、この順に、送信部２
に与える。但し、基本的には時間Ｔ経過ごとであるが、
２番目の正極性の送波指示信号＋Ａ’だけは超音波の半
周期ｔだけ進めた時刻に与える（遅らせても同じであ
る）。送信部２は、図２の（ｂ）に示すように、正極性
の送波駆動信号＋Ｂ，正極性の送波駆動信号＋Ｂ’，正
極性の送波駆動信号＋Ｂおよび正極性の送波駆動信号＋
Ｂを、この順に、超音波探触子１に与える。但し、基本
的には時間Ｔ経過ごとであるが、２番目の正極性の送波
駆動信号＋Ｂ’だけは超音波の半周期ｔだけ進めた時刻
に与える（遅らせても同じである）。超音波探触子１
は、図２の（ｃ）に示すように、正極性の送波パルス＋
Ｓ，正極性の送波パルス＋Ｓ’，正極性の送波パルス＋
Ｓおよび正極性の送波パルス＋Ｓを、この順に、被検体
内へ送信する。但し、基本的には時間Ｔ経過ごとである
が、２番目の正極性の送波パルス＋Ｓ’だけは超音波の
半周期ｔだけ進めた時刻に与える（遅らせても同じであ
る）。ここで注意すべき点は、時間間隔Ｔごとの送波パ
ルスの位相を比べると、２番目の正極性の送波パルス＋
Ｓ’だけは、他の正極性の送波パルス＋Ｓと位相が逆に
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なっていることである。すなわち、２番目の正極性の送
波パルス＋Ｓ’は、等価的に、図６の（ｄ）に示した２
番目の負極性の送波パルス－Ｓと見なすことが出来る。
【００１５】２回目のスキャンでは、前記スキャンコン
トローラ３は、図３の（ａ）に示すように、正極性の送
波指示信号＋Ａ’，正極性の送波指示信号＋Ａ，正極性
の送波指示信号＋Ａおよび正極性の送波指示信号＋Ａ
を、この順に、送信部２に与える。但し、基本的には時
間Ｔ経過ごとであるが、１番目の正極性の送波指示信号
＋Ａ’だけは超音波の半周期ｔだけ進めた時刻に与える
（遅らせても同じである）。送信部２は、図３の（ｂ）
に示すように、正極性の送波駆動信号＋Ｂ’，正極性の
送波駆動信号＋Ｂ，正極性の送波駆動信号＋Ｂおよび正
極性の送波駆動信号＋Ｂを、この順に、超音波探触子１
に与える。但し、基本的には時間Ｔ経過ごとであるが、
１番目の正極性の送波駆動信号＋Ｂ’だけは超音波の半
周期ｔだけ進めた時刻に与える（遅らせても同じであ
る）。超音波探触子１は、図３の（ｃ）に示すように、
正極性の送波パルス＋Ｓ’，正極性の送波パルス＋Ｓ，
正極性の送波パルス＋Ｓおよび正極性の送波パルス＋Ｓ
を、この順に、被検体内へ送信する。但し、基本的には
時間Ｔ経過ごとであるが、１番目の正極性の送波パルス
＋Ｓ’だけは超音波の半周期ｔだけ進めた時刻に与える
（遅らせても同じである）。ここで注意すべき点は、時
間間隔Ｔごとの送波パルスの位相を比べると、１番目の
正極性の送波パルス＋Ｓ’だけは、他の正極性の送波パ
ルス＋Ｓと位相が逆になっていることである。すなわ
ち、１番目の正極性の送波パルス＋Ｓ’は、等価的に、
図７の（ｄ）に示した１番目の負極性の送波パルス－Ｓ
と見なすことが出来る。
【００１６】図４は、前記信号処理部５に含まれる受波
処理回路の説明図である。１回目のスキャンでの受波信
号は、前記送波パルス列＋Ｓ，＋Ｓ’，＋Ｓ，＋Ｓに対
応して、正極性の受波信号＋Ｒ，正極性の受波信号＋
Ｒ’，正極性の受波信号＋Ｒおよび正極性の受波信号＋
Ｒが、この順に、続く。但し、基本的には時間Ｔ経過ご
とであるが、２番目の正極性の受波信号＋Ｒ’だけは超
音波の半周期ｔだけ進んだ時刻になる（遅れていても同
じである）。ここで注意すべき点は、時間間隔Ｔごとの
受波信号の位相を比べると、２番目の正極性の受波信号
＋Ｒ’だけは、他の正極性の受波信号＋Ｒと位相が逆に
なっていることである。すなわち、２番目の正極性の受
波信号＋Ｒ’は、等価的に、図８に示した１回目の受波
信号の２番目の負極性の受波信号－Ｒと見なすことが出
来る。
【００１７】切替スイッチ１０は、前記１回目のスキャ
ンでの受波信号＋Ｒ，＋Ｒ’，＋Ｒ，＋Ｒを、第１受波
処理回路５１へ導く。第１受波処理回路５１は、入力さ
れた受波信号を時間Ｔだけ遅延させる第１遅延回路１１
と、その第１遅延回路１１の出力を時間Ｔだけ遅延させ
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る第２遅延回路１２と、その第２遅延回路１２の出力を
時間Ｔだけ遅延させる第３遅延回路１３と、入力された
受波信号と前記第１遅延回路１１の出力と前記第３遅延
回路１３の出力とを加算し且つ前記第２遅延回路１２の
出力を減算する合成演算器１４と、その合成演算器１４
の出力Ｇ１を記憶するメモリ１５とから構成されてい
る。
【００１８】２回目のスキャンでの受波信号は、前記送
波パルス列＋Ｓ’＋Ｓ，＋Ｓ，＋Ｓに対応して、正極性
の受波信号＋Ｒ’，正極性の受波信号＋Ｒ，正極性の受
波信号＋Ｒおよび正極性の受波信号＋Ｒが、この順に、
続く。但し、基本的には時間Ｔ経過ごとであるが、１番
目の正極性の受波信号＋Ｒ’だけは超音波の半周期ｔだ
け進んだ時刻になる（遅れていても同じである）。ここ
で注意すべき点は、時間間隔Ｔごとの受波信号の位相を
比べると、１番目の正極性の受波信号＋Ｒ’だけは、他
の正極性の受波信号＋Ｒと位相が逆になっていることで
ある。すなわち、１番目の正極性の受波信号＋Ｒ’は、
等価的に、図８に示した２回目の受波信号の２番目の負
極性の受波信号－Ｒと見なすことが出来る。
【００１９】前記切替スイッチ１０は、前記２回目のス
キャンでの受波信号＋Ｒ’，＋Ｒ，＋Ｒ，＋Ｒを、第２
受波処理回路５２へ導く。第２受波処理回路５２は、入
力された受波信号を時間Ｔだけ遅延させる第１遅延回路
２１と、その第１遅延回路２１の出力を時間Ｔだけ遅延
させる第２遅延回路２２と、その第２遅延回路２２の出
力を時間Ｔだけ遅延させる第３遅延回路２３と、入力さ
れた受波信号と前記第１遅延回路２１の出力と前記第２
遅延回路２２の出力とを加算し且つ前記第３遅延回路２
３の出力を減算する合成演算器２４と、その合成演算器
２４の出力Ｇ２と前記メモリ１５に記憶していた出力Ｇ
１とを加算する加算器２５とから構成されている。
【００２０】図４の１回目の受波信号と図８の１回目の
受波信号を比較すると、２番目のパルスの最初と最後に
半波（ｔ）のずれがあるだけで、それ以外は位相が同一
になっている。また、図４の２回目の受波信号と図８の
２回目の受波信号を比較すると、１番目のパルスの最初
と最後に半波（ｔ）のずれがあるだけで、それ以外は位
相が同一になっている。よって、波数が十分多ければ、
違いは無視できるので、両者から得られる合成波形、す
なわち、前記加算器２５の出力Ｇｏは、従来と同様の良
好な波形の信号となる。
【００２１】なお、本発明は、正極性パルスと負極性パ
ルスとを所定の順序で組み合わせた駆動信号により超音
波探触子を駆動する全ての場合に適用できる。具体例を
挙げれば、上述の「１回目＋，－，＋，＋、２回目－，
＋，＋，＋の極性のパルスを送信するゴーレイコード
法」や、「１回目＋，－、２回目＋，＋の極性のパルス
を送信するパルスインバージョン法」に対向できる。
【００２２】



(5) 特開２００１－２３８８８１

10

7
【発明の効果】本発明の超音波スキャン方法および超音
波診断装置によれば、両極性の駆動信号を用いる超音波
スキャン方法と類似した超音波スキャンを単極性の駆動
信号を用いて行うことが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態にかかる超音波診断装置を
示す構成図である。
【図２】図１の超音波診断装置における１回目の送波指
示信号，送波駆動信号，送波パルスを示すタイミング図
である。
【図３】図１の超音波診断装置における２回目の送波指
示信号，送波駆動信号，送波パルスを示すタイミング図
である。
【図４】図１の超音波診断装置における受波処理回路の
説明図である。
【図５】従来の超音波診断装置の一例を示す構成図であ
る。
【図６】図５の超音波診断装置における１回目の送波指
示信号，送波駆動信号，送波パルスを示すタイミング図*
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*である。
【図７】図５の超音波診断装置における２回目の送波指
示信号，送波駆動信号，送波パルスを示すタイミング図
である。
【図８】図５の超音波診断装置における受波処理回路の
説明図である。
【符号の説明】
１００，４００      超音波診断装置
１                  超音波探触子
２，４２            送信部
３，４３            スキャンコントローラ
４                  受信部
５                  信号処理回路
６                  ＤＳＣ
７                  ＣＲＴ
１０                切替スイッチ
５１                第１受波処理回路
５２                第２受波処理回路

【図１】

【図２】
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【図４】
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【図５】

【図６】
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